
日本人は、生涯のうちに「約２人に１人ががんになる」
と推計されています。 （2015年）

東京医科大学
第一看護学科棟101講義室
（東京都新宿区新宿6-1-1）

令和元年９月７日（土）

開演： 13：30～14：30
＊受付開始：13：00～

会場

日時

第7回 東京医科大学

市民公開講座

看護学科 成人看護学

教授 平井 和恵
講師

1

2

3

▼アクセス

①都営バス：新宿駅西口から[白６１]練馬駅・練馬車庫前行き
「新宿一丁目北（元厚生年金会館前）」徒歩約３分
②東京メトロ丸ノ内線：「新宿御苑前駅」出口２ 徒歩約７分
③東京メトロ丸ノ内線・副都心線・都営新宿線：
「新宿三丁目駅」出口Ｃ７ 徒歩約１０分

【お問い合わせ先】
総務部 広報・社会連携推進課

TEL：03-3351-6141

主催：

演題

共催：東京医専

会場コチラ

東京医科大学病院
(西新宿)では
ありません。

会場
注意

医学部看護学科地域貢献活動委員会

抗がん剤ってどんな治療？
「漠然とした不安」から

抜け出す“一歩”に

！

企画：

そもそも
抗がん剤っ
てどういう
治療？

お金、仕事、
私らしい生活は
どうなるの？

誰がどんな
支援を行え
るの？

知ることが、 になる。

「抗がん剤」と聞くと、漠然とした不安
な気持ちになりませんか？

近年、芸能人やスポーツ選手が、がんの
診断や抗がん剤治療を公表することが増え
ていますが、一般の皆さんにとっては「吐
き気、脱毛」といったイメージの他は、
「？」な事も多いのではないでしょうか。

人間よくわからないことは不安に感じや
すいもの。そこで、治療について正しく知
ることで、漠然とした不安から抜け出す
“一歩”となるような講座を開催します。

自分や家族、同僚など身近な人が抗がん
剤治療を受けることになった場合を想定し、
学びの多い時間になれば、幸いです。

カ
チ

ラ

厚生労働省「がん対策推進基本計画（平成30年3月）」より

定員：80名

「がん」は決して関係

ない話ではありません


